
新年明けましておめでとうございます。この

一年が皆様にとって、良い年となりますように

お祈りいたします。

昨年は、２月に鹿児島桜島の爆発的噴火、４

月に熊本地震、８月には台風が北海道に二つも

上陸、１０月に阿蘇山中岳の爆発的噴火と鳥取

県中部地震、次々と自然の猛威にさらされ人間

の営みの脆さや弱さを思わされる年でもあり

ました。今なおその被害から立ち直ろうと闘っ

ておられる方々に対し、忘れることなく引き続

き支援を続けていくことが私たちには求めら

れているのだろうと思います。

「忘れることなく引き続き」と言う時、図書館

に携わる者としては、やはり、先人たちの残し

てくれた様々な知識や知恵、歴史というものを

考えないではいられません。折しも、今年の

１月１日は、郷土の考古学者原田大六氏の生誕

１００年目でした。氏の残したレガシーだけで

なく、その生き様や志も「忘れることなく引き

続き」伝えていきたいものです。

今年も、糸島市立図書館を存分にご活用くだ

さい。

糸島市立図書館 館長 岩橋佳子
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糸島市立図書館

新年のごあいさつ

二丈館へ行こう！

あっという間に 2017 年になりました。新たな気持ちで過ごしたい人、今年こそは

目標を叶えたい人にとって、気持ちを改める方法として、お参りはぴったりですよね。

そこで、二丈館の近くにある神社を紹介します。

二丈館から車で３分ほどの所にある深江神社。年末年始や七五三の時期など、多くの

人が訪れており、豊臣秀吉にもゆかりの歴史のある神社です。祀られている神様の一柱

は、菅原道真公です。学問成就が目標の方は、地元の学問の神様を訪れてみては…。

さて、二丈館も多くの方に利用していただけるよう、決意を新たにしています。今年

も、二丈館をどうぞよろしくお願いします。

お知らせ

二丈館では、新年始めの事業として、糸島方言に関する講演会とかるた大会を行います。

糸島方言かるたを制作・監修した中村萬里先生から話を聞いて、実際にかるたを体験してみ

ませんか？それでは、イベントに関連して、最後に一言…。

二丈館にきんしゃい（おいで）！まずは講演会・かるた大会にかたらんね（参加しませんか）！



志摩館へ行こう！

イベントの

お知らせ

次に、布絵本１０冊とエプロンシアター３冊をいただいて

おります。小さな兄弟がいらっしゃるお兄さん、お姉さんが

ゆっくり本を選べるように、布絵本を活用してほしいという

ことで、ねころびコーナーに毎月１冊ずつ月替わりで展示し

ています。志摩館内で見ていただくことになりますが、ぜひ

手に取って親子や兄弟で楽しいひと時をお過ごしください。

あけましておめでとうございます。本年も職員一同、心を込め

てサービスに励んでいきますので、よろしくお願いいたします。

さて、今回は志摩館へ寄贈いただいた布絵本やパネルを紹介し

ます。

まず、志摩歴史資料館より、「北九州鉄道沿線名所案内（部分）」

のパネルをいただきました。これは、昨年志摩館とのコラボ企画

「歴史へのいざない～志摩館周辺プチ散歩～」でできたご縁で実

現したものです。交流プラザ志摩館１階ロビーに展示しておりま

すので、ぜひご覧ください。
みんなきてにゃー

本館（新春講演会）

演題 『伊都国考古学における原田大六氏の功績』～神話と考古学～

講師 柳田 康雄 氏（元・國學院大学教授）

日時 １月２１日（土） １４：００～１６：００（１３：３０開場）

場所 糸島市教育センター研修室（図書館別館２階）

参加費 無料

定員 ３０名（申込み先着順）

募集 １月１５日（日）１０：００～本館へ電話またはカウンター

本館【本の福袋】

展示／貸出 １月５日(木)～なくなり次第終了

場所 本館１階 新着図書コーナー横

対象 未就学児・小学校低学年・中学年・高学年

中高生・大人

内容 テーマをもとに図書館員が選んだ本３冊

(貸出用)とささやかなプレセントが入って

います。一人１袋まで。



内容

講演会

演題：糸島の方言かるた

講師：中村萬里氏

(筑紫女学園大学 文学部教授)

糸島方言かるた大会

※かるた大会参加者には、

ささやかなお土産があります

日にち １月２８日（土）

時間
１３：００～１４：１５

(開場１２：３０)

１４：３０～１５：４５

場所
深江公民館 大会議室

(糸島市交流プラザ二丈館 ３階)

深江公民館 大研修室

(糸島市交流プラザ二丈館 ３階)

対象 小学生～一般 小学生・一般

定員 ５０名 小学生・一般それぞれ１２名ずつ

内容
糸島の方言や糸島方言かるたの

制作についての講演会

通常かるたと大型かるたを使った

かるた大会

申込み １月５日(木) １０：００～二丈館へ電話またはカウンター

日時 ２月２４日(金)１０：００～１２：００

場所 糸島市教育センター研修室 （図書館別館２階）

対象 糸島市在住 １８歳以上の方

募集人数 １２名 ※先着順

申込み ２月３日(金) １０：００～ 本館へ電話またはカウンター

★講習会に参加される方は、当日、自分の本２冊・定規(３０cm)・よく切れるハサミ・

タオルを持ってきてください

装備とは・・本を丈夫にし、傷や汚

れから守るために透明のフィルム

コートを貼る処理のこと

二丈館【知ろう！体験しよう！糸島方言～講演会とかるた大会】

志摩館【和紙きょうけつ染めのブックカバーとしおり作り】

講師 東 紀子氏 (創作工芸 紀こ)

日時 １月２９日(日)１０：３０～１２：００

場所 いとしま応援プラザ２階

対象 小学生以上

定員 １０名 (要予約・先着順)

参加費 ５００円

申込み １月６日(金)１０：００～

志摩館へ電話またはカウンター

内容

きょうけつ染め技法で和紙を染め

て、ブックカバーとしおりを作り

ます。志摩館司書による関連本の

紹介もあります。

本館
本の装備・修理講習会

図書館で行っている本の装備の説明や実際に装

備しているところを見たあと、自分の本を使って

装備してみませんか？

また簡単な本の修理方法の説明も行います。



糸島市図書館本館 〒819－1119 糸島市前原東一丁目３番１号 （Tel３２１－１４３２）

糸島市図書館二丈館 〒819－1601 糸島市二丈深江１３６０番地 （Tel３３２－２１１８）

糸島市図書館志摩館 〒819－1392 糸島市志摩初３０番地 （Tel３３２－２１１９）

★パソコンサイト http://www.lib-itoshima. jp/ ☆携帯サイト http://www.lib-itoshima. jp/m/

ちょっとコーヒータイム

糸島市立図書館司書による何気ない日常を綴

るコーナーです。今回は司書の K さんです。

川端康成の『掌の小説』という本がある。掌編小説は短編よりもまだ短い小説を指す。「手

の平」ではなく「掌」という文字を使うと、同義にもかかわらず意味深に見えてくるから不思

議だ。また「掌（たなごころ）」とは手の中心の意味もあり、「掌を返す・掌の玉・掌を指す」

というように、人間関係の機微を表現する言い回しに使われている。２００文字の掌編？原稿

をまとめながらそんなことに思いを巡らせていた暮れであった。

いと∞(いとっぱち)様から寄付を頂きました！

平成２８年１１月１７日、市民グループいと∞(代表田中

顕治さん)様が市長を訪問され、市民祭りでの売上げの一部

を図書館の本の購入にと寄付を頂きました。

図書館は市民に支えられていると実感するとともに、ご

好意に応えるべく大切に使わせていただきます。ありがと

うございました。
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